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夢ここに 心をつなぎ ふみ出す一歩
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夏休みが終わり、子どもたちの元気な声が学校に帰ってきました。今年は、甲子園などのスポーツ

大会や竿燈祭り・ねぶた祭りなどのイベント行われ、いくぶん日常が以前に戻ってきている夏でした。

しかし、新型コロナウイルスへの感染が拡大し、県内でも感染者数が8月19日には1865人になり

ました。千畑小学校でも、夏休み中に感染してしまったという児童が何人かいました。

しかし、それ以外は、大きな病気や怪我をすることなく夏休みを過ごすことができたようです。こ

れも、ご家庭や地域での声かけや見守りがあったからこそです。ありがとうございました。

前期後半は、10月７日（金）までの3２日間となっています。短い期間ですが、「学習発表会」「マ

ラソン大会・なべっこ」などの行事があります。新型コロナウイルスの感染防止に努めながら、子ど

もたちが確かな一歩をふみ出すことができるように支援してまいりますので、ご協力をお願いいたし

ます。

今日の「夏休み明け集会」では、２年生と４年生と６年生の代表が、夏休みの思い出やこれから頑

張りたいことを発表してくれました。（３人とも原稿を見ないで発表してくれました!!）

２年２組 ○○○ ○○○

長いようでみじかいような夏休みが終わりました。わたしは夏休み

中、たのしかったこととがんばったことがあります。それは、あきた

しの大森山どうぶつ園に行ったことです。よるのじかんにいろいろな

どうぶつを見ることができました。わたしが１ばんたのしかったこと

はペンギンのコーナーです。毛がはえかわるじきで毛がぼさぼさにな

ったペンギンがたくさんいました。水の上をぺちぺちと音をたてて歩

いているところがとてもおもしろくてかわいいなと思いました。また、

らいねんも行きたいです。

そしてわたしががんばったことはお手つだいです。ばんごはんにきんぴらごぼうをつくってみんな

がよろこんでくれました。とてもうれしかったです。にんじんをうすくきることがむずかしかった

けど、ねこの手をしながらいっしょうけんめいきったら、じょうずだねとほめられました。こんど

は、べつのりょうりのお手つだいをがんばりたいです。

４年１組 ○○ ○○

わたしが夏休みに一番思い出にのこったことは、バンドフェスティ

バルです。

７月24日に大館市ほくしかホールでジュニアバンドのえんそうをし

て来ました。えんそうした曲は、「白馬のワルツ」と「ポルカ」です。

わたしの担当した楽器は、ティンパニーという打楽器です。この曲は、静かにはじまりますが、ど

んどん明るく楽しく心がはずむ曲です。この曲は６年生でもむずかしい曲なんだそうです。わたし

は、ティンパニーを練習していて最初は、たくさんまちがいがありました。ですが、たくさん練習

したらまちがいを少なくすることができました。



バンドフェスティバル当日、わたしは、とてもドキドキしていました。そして、ほくしかホール

について、わたしたちの番になりステージにたってえんそうをしました。そしたら、心配だった所

をまちがえずにできました。

初めてのバンドフェスティバルを成功することができてよかったです。

６年１組 ○○ ○○

私の夏休みの思い出は、バンドフェスティバルです。７月24日に、

バンドフェスティバルで演奏をして優秀賞をとることができました。

練習で、先生方の前で演奏したときは、きんちょうして音がはずれ

て、あんまり良い音が出なかったけど、本番では、リラックスしてみ

んなで楽しく演奏することができました。

今年は部の人数が少なく新入部員や新しく楽器をかえたひともいて少し心配だったけれど、み

んなでいっしょうけんめい練習して、それを生かし、すてきな演奏をすることができました。

夏休み明けにがんばりたい事は二つあります。一つめは勉強です。中学校に向けて５年生のこ

ろ少し引っかかってしまった所を復習したり、６年生で勉強した所を沢山練習し、中学校の授業

で生かせるようにがんばっていきたいです。

二つめはあいさつや返事です。この二つをする事は忘れずにきちんとできていますが、あいさ

つは目と目をきちんと合わせていない事や、返事は大きな声で気持ちをこめて言うことができて

いないので、これからは目と目を合わせてあいさつし、大きな声で気持ちをこめて返事をして、

下の学年の人たちのお手本になれるようにきちんと気を付けていきたいと思います。

千畑小学校ではこれまで、感染拡大防止のために発熱や喉の痛みなどの体調不良による欠席は、で

きるだけ「出席停止」の扱いとしてまいりました。しかし今後は、withコロナの日常生活となるこ

とが想定されることから、「出席停止」の判断を次のようにすることといたしました。

○児童の同居家族が感染、または濃厚接触者となった場合 ⇒出席停止

○県外に出かけたり、県外の人と交流したりして、体調不良で感染の心配があるとき⇒出席停止

※単なる腹痛や発熱の場合は、病気欠席となります。

今日、秋田県より配付された「新型コロナ感染症の急拡大への対応」のリーフレットを各ご家庭に

配付しました。リーフレットには、感染が陽性になった場合や濃厚接触者となった場合の療養期間・

待期期間が示されています。万が一、ご家族が感染したり濃厚接触者になったりした場合は、学校へ

の連絡をお願いするとともに、このリーフレットに沿った対応をお願いいたします。

まひるっ子の活躍
○第29回秋田県小学生バンドフェスティバル

７月24日 ほくしか鹿鳴ホール（大館市）

優秀賞 ＆ ハートフルサウンド賞

※11名のジュニアバンド部のメンバーが、

素敵な音色を響かせてくれました。


